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特
別
記
事

商
法
判
例
研
究
五

O
O
回
記
念
寄
稿

商
事
判
例
研
究
と
法
学
方
法
論
の
承
継

特別記事：商法判例研究五00回記念寄稿

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
の
機
関
誌
で
あ
る
『
法
学
研
究
』
三

一
巻
九
号
（
昭
和
三
三
年
〈
西
暦
一
九
五
八
年
〉
九
月
一
五
日
発

行
）
に
第
一
回
目
の
商
事
判
例
研
究
が
公
表
さ
れ
て
以
来
、
星

霜
を
経
る
こ
と
五
一
年
の
平
成
二
一
年
（
西
暦
二

O
O
九
年
）

に
そ
れ
は
五

O
O
回
を
数
え
る
こ
と
と
な
る
。
出
発
点
に
お
い

て
は
、
執
筆
者
の
個
人
名
が
、
「
法
学
研
究
」
誌
上
の
表
紙
題

目
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
表
紙
題
目
上
で
は
、

「
商
法
研
究
会
」
と
な
っ
て
お
り
、
商
事
判
例
研
究
本
文
末
尾

に
執
筆
者
の
個
人
名
を
記
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
商
事
判
例
研
究
執
筆
の
責
任
は
執
筆
者
個
人
が
最
終
的
に

は
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
け
れ
ど
も
、
執
筆
に
至
る
ま
で
の
段

階
で
、
商
法
研
究
会
で
口
頭
報
告
さ
れ
、
議
論
が
な
さ
れ
、
そ

の
上
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
商
法
研
究
会
も
学
問
的

に
よ
り
良
い
研
究
発
表
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
学
問
上
の
責
任
を
負
担
す
る
と
の
意
味
で
あ
る
。

従
っ
て
、
商
法
研
究
会
で
は
、
た
ま
た
ま
先
に
学
問
に
関
わ

り
、
そ
れ
な
り
の
経
験
を
積
ん
だ
者
が
、
こ
れ
か
ら
学
問
を
し

よ
う
と
す
る
者
に
、
自
分
な
り
に
手
本
や
見
本
を
示
し
て
、
学

問
向
上
を
促
す
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
商
法
研
究
会
参
加

者
は
、
世
上
の
評
価
に
よ
れ
ば
、
犬
家
で
あ
ろ
う
が
、
重
鎮
で

あ
ろ
う
が
、
初
学
者
で
あ
ろ
う
が
、
学
問
を
志
す
者
と
し
て
す

べ
て
同
等
で
あ
り
、
そ
の
出
身
や
来
歴
に
関
心
は
な
い
。

学
問
を
志
す
者
が
初
め
か
ら
そ
の
方
法
論
を
確
立
し
て
い
る

こ
と
は
稀
で
あ
る
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
や
っ
と
の
こ
と
で
確

立
す
る
こ
と
と
な
る
。
法
学
の
よ
う
に
経
験
と
蓄
積
の
あ
っ
た

ほ
う
が
学
問
の
進
み
易
い
分
野
で
は
、
先
に
学
問
に
係
っ
た
人
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の
方
法
論
を
参
考
に
す
る
と
手
順
が
良
い
。
商
法
研
究
会
で
は
、

一
つ
の
下
級
審
商
事
判
例
を
題
材
に
し
て
研
究
報
告
と
議
論
が

な
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
共
通
基
盤
の
あ
る
具
体
的

な
議
論
の
中
で
、
自
己
の
法
学
方
法
論
を
示
し
、
他
者
の
そ
れ

と
比
較
・
検
討
を
重
ね
、
向
上
さ
せ
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
学
問
的
に
良
い
法
学
方
法
論
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
受

け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
れ
ば
よ
い
。

法
学
方
法
論
は
、
教
義
で
は
な
く
、
他
者
か
ら
強
制
さ
れ
る

も
の
で
も
な
く
、
学
問
を
す
る
者
が
各
自
で
確
立
す
る
も
の
で

あ
る
。
他
者
は
、
そ
れ
が
学
問
的
に
良
い
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ

を
承
継
し
、
た
え
ず
批
判
的
に
再
検
討
を
加
え
つ
つ
、
実
際
に

適
用
す
る
こ
と
と
な
る
。

法
学
で
は
、
ロ

l
マ
法
以
来
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
い
く
つ

か
の
洗
練
さ
れ
た
法
学
方
法
論
が
す
で
に
確
立
し
て
い
る
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
鵜
呑
み
に
す
る
必
要
は
き
ら
き
ら
な

い
。
自
己
の
学
問
に
従
っ
て
、
自
分
が
こ
れ
ぞ
と
考
え
る
も
の

を
採
用
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
自
分
自
身
で
創
意
工
夫
す
れ
ば

よ
い
。
し
か
し
、
人
間
は
、
と
も
す
れ
ば
独
善
に
陥
り
、
狂
信

化
す
る
こ
と
も
あ
る
。
商
法
研
究
会
に
お
い
て
、
基
通
基
盤
の

上
で
、
真
撃
な
学
問
的
議
論
を
謙
虚
に
重
ね
れ
ば
そ
れ
を
防
止

で
き
る
。

商
事
判
例
研
究
発
表
が
五

O
O回
を
重
ね
る
に
あ
た
り
、
多

く
の
関
係
者
の
協
力
を
得
て
い
る
。
「
法
学
研
究
』
誌
で
は
、

半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り
、
紙
面
の
提
供
を
受
け
、
公
表
方
法

を
確
保
し
て
頂
い
て
い
る
。
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
（
以
前
は
、

慶
鷹
通
信
）
で
は
、
原
稿
受
領
、
校
正
、
印
刷
、
配
布
で
大
い

に
協
力
を
得
て
い
る
。
商
法
研
究
会
の
若
手
幹
事
さ
ん
に
は
、

代
々
御
苦
労
を
か
け
て
ば
か
り
い
る
。
更
に
、
遠
方
か
ら
多
忙

の
中
、
商
法
研
究
会
に
参
加
し
、
研
究
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た

方
々
、
無
理
な
報
告
依
頼
を
快
諾
し
て
く
れ
た
方
々
と
周
囲
は

協
力
者
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
記
し
て
、
関
係
の
皆
様
に
深
謝

し
た
い
。
今
後
は
、
末
永
く
商
事
判
例
研
究
公
表
が
跡
切
れ
る

こ
と
な
く
継
続
し
、
法
学
方
法
論
の
有
意
義
な
承
継
あ
る
こ
と

を
切
に
期
待
し
た
い
。
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（
平
成
一
二
年
七
月
二
六
日
稿
）

法
学
部
教
授

加

藤

修


